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底面が半径 1の円，高さが 2である直円錐が水平面上に，母線で接するように置かれ
ている。この直円錐を水平面上で滑らないようにころがしたときに通過する領域Dの
体積 V を求めよ。
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題意の水平面を xy平面として，z � 0の部分に直円錐を置き，頂点が原点に，直円
柱の軸が xz平面上 x � 0の部分にくるように置く。このときの直円錐を z軸のまわり
に回転させてできる領域が D (と合同な図形)である。
回転させる前の底面の円の中心は
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と表される。 xを消去すると(√
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また，母線の回転面による空洞部分は x2 + y2 <
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であるから，領域Dを表す
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よって，z軸に垂直な断面の面積 S(z)は

S(z) = π
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Dの体積 V は
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